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〔
目
次
〕
外
題
・
内
題
箱 見
返
表 書
紙 型
「
鹿
田
松
雲
堂
宛
明
治
文
人
書
簡
」
関
西
大
学
図
書
館
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
古
書
罪
鹿
田
松
雲
堂
の
資
料
若
千
が
、
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
に
、
当
時
顧
客
で
あ
っ
た
文
人
逹
の
書
簡
を
、
後
に
巻
子
に
仕
立
て
た
一
本
が
あ
る
。
松
雲
堂
は
勿
論
、
そ
う
し
た
文
人
研
究
の
一
資
料
と
し
て
も
、
注
目
に
値
す
る
。
よ
っ
て
翻
刻
し
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
は
じ
め
に
書
誌
を
挙
げ
、
次
い
で
翻
刻
の
順
に
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
二
六
•
四
X
六
五
五
糎
（
書
簡
―
二
通
①
一
七
・
ニ
X
六
三
糎
②
一
七
・
六
x
四
一
糎
③
一
六
X
三
―
•
四
糎
④
一
五
・
九
x
五
O・
七
糎
⑤
二
四
・
六
X
三
七
・
三
糎
⑥
一
七
x
八
二
糎
切
一
六
・
八
X
四
ニ
・
七
糎
⑧
一
七
・
八
X
四
0
•
四
糎
⑨
一
七
・
七
X
五
八
•
四
糎
⑩
一
五
・
三
X
三
五
・
一
糎
仰
一
八
•
-
X
五
0
・
八
糎
⑫
一
八
•
四
X
五
六
糎
）
松
葉
・
松
毬
模
様
紺
地
裂
金
箔
加
工
紙
（
題
策
の
み
）
手
紙
を
読
む
会
桟
蓋
造
り
「
明
治
文
人
消
息
巻
」
の
ラ
ベ
ル
貼
付
一
葉
一
七
・
八
x
二
六
糎
見
返
し
右
肩
に
糊
付
け
、
内
容
は
左
の
通
り
。
な
お
、
便
宜
上
書
簡
に
番
号
を
付
し
た
。
な
し
巻
子
本
書
誌
写
一
軸
に
つ
い
て
ー
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9
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⑪
徳
富
猪
一
郎
先
生
⑫
犬
養
毅
先
生
「
関
西
大
学
図
書
館
蔵
記
」
請
求
記
号
C
z
/
2
8
1
/
s
l
/
1
登
録
番
号
本
巻
は
松
雲
堂
主
人
鹿
田
静
七
に
宛
て
た
明
治
文
人
―
二
名
の
書
簡
集
で
あ
る
。
こ
れ
が
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
表
装
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
標
記
の
書
名
も
図
書
館
に
お
い
て
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
〔
目
次
〕
に
は
、
前
記
の
よ
う
に
差
出
人
名
と
宛
先
が
そ
の
筆
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿
田
松
雲
堂
は
、
周
知
の
よ
う
に
弘
化
元
年
(
-
八
四
四
）
創
業
の
大
阪
古
書
業
界
の
老
舗
で
、
天
下
に
盛
名
を
馳
せ
た
の
は
、
二
代
鹿
田
静
七
(
-
八
四
六
ー
一
九
〇
五
）
の
時
か
ら
と
い
わ
れ
る
。
三
代
(
-
八
七
六
ー
一
九
三
三
）
四
代
(
-
八
九
九
＼
一
九
四
七
）
よ
く
そ
の
業
を
嗣
ぎ
栄
え
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
、
五
代
静
七
(
-
九
二
見
る
と
、
印
一
通
が
鹿
田
様
⑥
記
宮
崎
三
昧
先
生
井
上
頼
捌
先
生
田
中
芳
男
先
生
高
橋
自
侍
先
生
マ
マ
大
概
如
電
先
生
幸
田
露
伴
先
生
” 松雲
堂
宛
松
雲
堂
宛
六
ー
一
九
九
―
-
）
に
至
っ
て
業
を
廃
し
た
。
〔
H
次
〕
に
見
え
る
宛
名
は
余
霞
、
先
人
、
松
雲
堂
の
三
様
で
、
そ
の
う
ち
余
霞
は
三
代
鹿
田
静
七
の
号
で
あ
り
、
先
人
が
二
代
鹿
田
静
七
（
号
古
丼
）
を
指
す
こ
と
に
巽
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
松
雲
堂
が
何
代
な
の
か
、
も
と
の
書
簡
の
宛
名
を
一
通
が
松
雲
堂
御
中
⑪
、
そ
し
て
今
一
通
が
鹿
田
静
七
” ” ” ＂先人
宛
北
畠
治
房
男
平
瀬
露
香
大
人
真
砂
大
人
浜
余
霞
宛
” 先人
宛
富
岡
百
錬
先
生
余
霞
宛
A
三
二
四
六
六
四
" 
「鹿田松雲堂宛明治文人書簡」について
き
た
月
9
よ
る
ふ
さ
北
畠
泊
房 田
中
純
子
、
布
川
香
織
森
川
一
説
に
四
(
-
八
三
三
ー
一
九
様
⑫
と
あ
る
だ
け
で
、
何
代
目
か
を
特
定
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
う
ち
差
出
年
が
わ
か
る
高
橋
自
侍
書
簡
⑥
の
場
合
は
、
二
代
静
七
と
し
て
間
違
い
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
あ
と
二
通
も
同
様
と
判
断
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
〔
目
次
〕
の
筆
者
は
、
余
霞
、
古
丼
と
そ
れ
ぞ
れ
明
瞭
に
識
別
で
き
る
場
合
は
そ
れ
を
、
で
き
難
い
場
合
に
は
、
松
雲
堂
と
書
い
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
四
代
静
七
（
文
一
郎
）
が
筆
者
に
擬
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
書
簡
―
二
通
は
松
雲
堂
二
代
お
よ
ぴ
三
代
静
七
に
宛
て
た
も
の
と
し
て
、
先
ず
差
し
支
差
出
人
に
つ
い
て
は
略
伝
を
次
に
の
せ
る
が
、
鹿
田
松
雲
堂
の
伝
記
は
稿
を
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
図
書
館
、
大
谷
女
子
大
学
図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
彰
（
助
言
者
）
、
大
國
克
子
、
池
尻
孝
子
、
大
塚
千
歳
、
長
谷
章
子
、
八
尾
奈
緒
美
、
差
出
人
略
伝
と
み
お
か
て
っ
さ
い
富
岡
鉄
斎
天
保
七
・
―
ニ
・
一
九
ー
大
正
一
三
・
―
ニ
・
三
一
(
-
八
三
六
ー
一
九
二
四
）
南
画
家
。
京
都
の
人
。
名
は
猷
輔
の
ち
百
錬
、
字
は
無
倦
、
号
は
初
め
裕
軒
の
ち
鉄
斎
、
ほ
か
に
鉄
崖
、
鉄
道
人
。
和
漢
の
学
を
修
め
、
ま
た
、
石
上
神
社
、
大
鳥
神
社
の
宮
司
を
つ
と
め
る
。
絵
は
、
大
和
絵
に
明
清
の
画
風
を
取
り
入
れ
、
特
に
水
墨
画
に
独
自
の
画
風
を
ひ
ら
い
た
。
代
表
作
『
不
尽
山
項
全
図
』
『
蓬
莱
仙
境
図
』
な
ど
。天保
四
・
一
・
一
ー
大
正
一
0
•
五
・
ニ
幕
末
の
志
士
。
大
和
（
奈
良
県
）
に
生
ま
れ
る
。
別
名
平
岡
鳩
乎
、
号
は
布
穀
゜
法
隆
寺
の
寺
侍
。
尊
王
攘
夷
派
で
伴
林
光
平
、
乾
十
郎
ら
と
各
地
に
転
戦
活
躍
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
お
つ
き
に
ょ
で
ん
大
槻
如
電
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
『
国
華
』
を
発
刊
。
七
た
。
維
新
後
、
大
隈
重
信
の
紹
介
に
よ
り
、
横
浜
開
港
場
の
裁
判
官
と
な
り
、
治
二
四
年
大
阪
控
訴
院
長
に
昇
進
。
二
九
年
男
爵
と
な
る
。
天
保
一
0・
九
・
一
九
ー
明
治
四
一
・
ニ
・
八
(
-
八
三
九
ー
一
九
0
八）
明
神
道
家
。
大
阪
の
人
。
名
は
春
愛
、
字
は
稚
枝
磨
、
通
称
亀
之
輔
、
露
香
は
そ
の
号
。
ま
た
桜
陰
、
木
花
園
、
梅
雪
な
ど
多
く
の
別
号
あ
り
。
大
阪
の
富
豪
乎
瀬
家
の
七
代
目
で
乎
瀬
春
温
の
長
子
。
趣
味
家
と
し
て
名
高
い
。
茶
道
、
能
楽
、
国
学
等
に
通
じ
た
。
の
ち
大
阪
博
物
場
長
と
し
て
、
美
術
界
に
も
貢
献
し
た
。
考
古
家
。
大
阪
の
人
。
名
は
嘉
一
郎
、
通
称
和
助
、
真
砂
と
号
し
た
。
質
業
を
営
み
、
業
務
の
か
た
わ
ら
、
汎
く
古
書
、
古
文
書
を
蒐
集
し
、
よ
く
史
蹟
及
ぴ
故
事
安
政
ニ
・
九
・
？
ー
明
治
三
一
・
七
・
ニ
ニ
(
-
八
五
五
ー
一
八
九
八
）
た
か
は
し
け
ん
ぞ
う
高
橋
健
三
官
吏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
号
は
自
侍
居
士
。
大
学
南
校
、
開
成
校
で
学
ん
だ
が
、
中
退
。
明
治
―
二
年
官
界
に
入
り
、
二
ニ
年
内
閣
官
報
局
長
、
ま
た
東
京
商
業
学
校
を
創
立
、
二
九
年
第
二
次
松
方
内
閣
の
書
記
官
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
間
、
国
粋
主
義
を
主
張
し
、
活
動
し
た
。
新
聞
『
H
本
』
を
創
刊
、
弘
化
ニ
・
八
・
一
七
ー
昭
和
六
・
一
・
―
二
(
-
八
四
五
ー
一
九
三
一
）
蘭
学
者
、
考
証
家
。
仙
台
に
生
ま
れ
る
。
本
名
清
修
、
通
称
修
二
、
如
電
は
号
。
祖
父
は
玄
沢
、
父
は
磐
渓
、
弟
は
文
彦
。
家
学
を
受
け
林
家
に
学
ぴ
、
仙
台
藩
校
養
賢
堂
で
国
学
を
修
め
る
。
海
軍
兵
学
寮
教
官
を
へ
て
、
明
治
五
年
文
部
省
『
新
撰
字
書
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
七
年
辞
官
し
、
著
述
に
専
念
す
る
。
和
漢
洋
学
か
ら
邦
楽
、
舞
踊
な
ど
に
も
通
じ
、
博
学
奇
行
で
知
ら
れ
た
。
著
書
に
『
舞
楽
図
伝
説
な
ど
に
精
通
し
た
。
は
ま
わ
す
け
浜
和
助
弘
化
三
ー
明
治
四
四
・
一
・
一
九
(
-
八
四
六
ー
一
九
―
一
）
ひ
ら
せ
ろ
こ
う
平
瀬
露
香
図書館フォーラム創刊号(1995)
た
な
か
よ
し
お
田
中
芳
男
天
保
九
·
八
・
九
ー
大
正
五
•
六
い
の
う
え
よ
り
（
に
井
上
頼
閑
み
や
ざ
き
さ
ん
ま
い
宮
崎
二
昧
説
』
『
俗
曲
の
由
来
』
『
駅
路
通
』
『
新
撰
洋
学
年
表
』
な
ど
。
慶
応
三
・
七
・
ニ
―
―
-
（
一
八
三
八
ー
一
九
一
六
）
一
説
に
二
六
ー
昭
和
ニ
ニ
・
七
・
三
0
(
一
八
六
七
ー
一
九
四
七
）
こ
う
だ
ろ
は
ん
幸
田
露
伴
小
説
家
、
随
筆
家
、
考
証
家
。
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
本
名
成
行
、
幼
名
鉄
四
郎
、
別
号
叫
雲
老
人
、
蝸
牛
庵
、
雷
音
洞
主
、
脱
天
子
な
ど
。
は
じ
め
雅
俗
折
衷
体
に
よ
る
男
性
的
、
理
想
主
義
的
作
風
で
、
尾
崎
紅
葉
と
並
び
称
さ
れ
た
が
、
の
ち
、
博
学
を
駆
使
し
て
史
伝
、
考
証
、
評
釈
に
す
ぐ
れ
た
仕
事
を
残
し
た
。
京
都
帝
国
大
学
講
師
。
第
一
回
文
化
勲
章
受
賞
。
小
説
『
風
流
仏
』
『
五
重
塔
』
『
風
流
微
塵
蔵
』
『
運
命
』
、
戯
曲
『
名
和
長
年
』
、
そ
の
他
『
評
釈
芭
蕉
七
部
集
』
な
ど
。
安
政
六
・
八
•
一
ー
大
正
八
・
三
・
ニ
ニ
(
-
八
五
几
ー
一
九
一
九
）
小
説
家
。
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
名
は
璃
蔵
。
漢
学
を
芳
野
金
陵
の
塾
に
修
め
、
著
渓
学
校
を
経
て
、
東
京
師
範
に
学
ぶ
。
一
三
年
に
東
京
日
日
新
聞
に
入
社
、
の
ち
『
や
ま
と
新
聞
』
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
等
の
記
者
と
な
る
。
明
治
二
二
年
に
『
松
花
録
』
を
発
表
し
、
以
来
『
か
つ
ら
姫
』
『
塙
団
右
衛
門
』
な
ど
の
歴
史
小
説
が
評
判
と
な
り
、
盛
名
を
え
た
。
三
0
年
以
降
は
劇
評
や
随
筆
を
書
く
に
と
ど
ま
り
、
晩
年
は
江
戸
文
学
の
校
訂
、
翻
刻
に
か
く
れ
た
。
天
保
一
0
・
ニ
·
一
八
ー
大
正
三
・
七
•
四
(
-
八
三
九
ー
一
九
一
四
）
歌
人
、
国
学
者
。
江
戸
神
田
に
生
ま
れ
る
。
号
は
伯
随
、
厚
載
、
通
称
は
大
学
、
肥
後
。
和
歌
を
桂
園
派
の
相
川
景
見
に
、
国
学
を
平
田
鋏
胤
に
学
ぶ
。
大
学
中
助
教
、
宮
内
省
御
用
掛
な
ど
を
経
て
皇
典
講
究
所
設
立
に
参
加
。
国
学
院
、
学
習
院
教
授
と
な
る
。
文
学
博
士
。
『
六
国
史
』
校
訂
、
『
古
事
類
苑
』
『
平
田
篤
胤
全
集
』
な
ど
を
編
纂
。
随
筆
集
そ
の
他
に
『
羅
摩
舟
』
『
皇
統
略
記
』
『
薬
品
識
名
』
な
ど
が
あ
る
。
考
証
も
の
を
得
意
と
し
た
。
翻
刻
に
つ
い
て
は
次
の
要
領
に
従
っ
た
。
政
治
家
。
備
中
（
岡
山
県
）
の
人
。
号
は
木
堂
。
慶
応
義
塾
に
学
ぶ
。
初
め
、
新
聞
記
者
。
明
治
二
三
年
の
第
一
回
選
挙
か
ら
衆
議
院
議
員
連
続
当
選
一
七
回
。
国
民
党
、
さ
ら
に
革
新
倶
楽
部
を
結
成
。
の
ち
、
政
友
会
総
裁
。
そ
の
間
、
文
相
、
逓
相
を
歴
任
。
昭
和
六
年
首
相
と
な
っ
た
が
、
五
・
一
五
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
。
い
ぬ
か
、
つ
よ
し
犬
養
毅 評
論
家
、
歴
史
家
。
熊
本
に
生
ま
れ
る
。
本
名
猪
一
郎
。
同
志
社
中
退
。
明
治
二
0
年
民
友
社
を
創
設
、
雑
誌
『
国
民
之
友
』
を
創
刊
、
同
二
三
年
『
国
民
新
聞
』
を
創
刊
。
以
後
四
0
年
間
、
社
長
・
主
筆
と
し
て
自
由
平
等
、
平
民
主
義
の
論
陣
を
張
り
、
近
代
日
本
の
代
表
的
時
論
家
と
し
て
活
躍
。
日
清
戦
争
以
降
は
国
粋
主
義
に
傾
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
大
H
本
言
論
報
国
会
会
長
を
つ
と
め
た
。
主
著
『
近
世
日
本
国
民
史
』
な
ど
。
と
く
と
み
そ
ほ
う
徳
富
蘇
峰
翻
刻
植
物
学
者
。
信
州
飯
田
に
生
ま
れ
る
。
安
政
三
年
伊
藤
圭
介
に
師
事
し
て
、
医
学
、
博
学
を
学
ぶ
。
文
久
二
年
蕃
書
調
所
に
出
仕
後
、
慶
応
二
年
パ
リ
で
の
万
国
博
覧
会
に
出
品
の
た
め
渡
仏
。
明
治
新
政
府
で
も
、
ウ
ィ
ー
ン
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
万
国
博
覧
会
に
派
遣
さ
れ
る
。
帰
国
後
、
開
成
所
を
経
て
文
部
省
博
物
局
に
出
仕
し
、
博
物
館
の
開
設
、
博
覧
会
の
開
催
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
リ
ン
ネ
、
カ
ン
ド
ル
の
分
類
学
の
紹
介
、
『
動
物
学
』
の
編
訳
な
ど
、
大
学
創
立
前
の
西
欧
生
物
学
の
導
入
、
普
及
に
寄
与
し
た
。
明
治
三
一
年
に
は
、
植
物
病
理
研
究
所
の
設
立
を
建
議
し
た
。
大
正
四
年
男
爵
と
な
る
。
文
久
三
・
一
・
ニ
五
ー
昭
和
三
ニ
・
一
―
・
ニ
(
-
八
六
三
ー
一
九
五
七
）
安
政
二
•
四
·
二
0
1
昭
和
七
•
五
・
一
五
（
一
八
五
五
ー
一
九
三
二
）
八
「鹿田松雲堂宛明治文人書簡」について
注
に
つ
い
て
は
本
文
の
差
出
年
月
日
の
う
ち
、
推
定
で
き
る
も
の
は
〔
尚
々
書
又
は
追
而
書
な
ど
は
二
字
下
げ
と
し
た
。
割
書
は
一
行
に
し
て
・
字
数
・
行
数
に
つ
い
て
は
書
簡
の
原
形
で
は
な
く
、
追
い
込
み
と
し
た
。
本
文
に
は
句
読
点
を
施
し
た
。
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
乎
（
か
而
（
て
）
内
に
番
号
を
付
し
、
本
文
の
後
に
ま
と
め
て
掲
け
た
。
）
に
入
れ
た
。
之
（
の
5
（
よ
り
）
〕
で
補
っ
た
。
真
仮
名
及
び
仮
名
の
合
体
字
の
う
ち
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
・
仮
名
は
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
(I) 富岡鉄斎書簡
草
々
一
日
認
鹿
田
兄
楽
随
一
也
。
出
事
可
仕
、
ー
寒
暑
不
定
頗
以
不
順
之
気
候
、
尊
家
御
祖
母
始
皆
々
御
健
康
之
義
可
喜
事
二
御
座
候
。
(
2
)
（
3
)
 
過
日
愚
息
昇
堂
、
毎
々
御
面
倒
預
候
。
猶
又
本
H
、
東
破
事
類
、
羅
浮
外
史
、
是
ハ
未
(
4
)
 
見
之
奇
書
也
。
尭
山
堂
外
紀
入
手
致
候
。
北
京
本
は
精
良
可
喜
、
是
等
之
書
籍
愚
老
之
(
5
)
（
6
)
 
明
後
廿
六
日
、
網
島
鮒
卯
楼
二
而
拙
筆
展
観
会
二
而
発
起
人
招
請
二
付
、
愚
息
随
行
申
候
筈
、
俄
二
腹
痛
二
而
見
合
、
老
妻
相
携
八
時
落
着
罷
越
候
。
無
暇
二
付
御
尋
不
申
候
。
毎
々
書
籍
之
御
注
意
多
謝
々
々
。
今
囮
ハ
日
返
、
〔
明
治
四
十
五
年
〕
五
月
廿
四
日
松
雲
堂
静
七
様
〔
明
治
〕
州
年
一
二
月
廿
八
日
露
香
九
い
さ
ゐ
ハ
拝
眉
申
致
候
。
布
穀
富
岡
鉄
斎
2
 
尚
々
南
朝
公
卿
補
任
に
て
正
平
十
年
の
杢
頭
取
調
候
ハ
＼
可
致
明
瞭
乎
。
な
れ
と
も
此
書
も
議
論
の
ま
ぬ
か
れ
ぬ
も
の
二
て
あ
て
に
な
り
不
申
乎
゜
薫
誦
候
。
此
中
為
御
持
之
一
軸
御
使
へ
付
之
返
璧
候
。
正
乎
十
年
之
杢
頭
ナ
ル
モ
ノ
弊
(
8
)
（
9
)
 
族
ニ
ハ
無
之
、
勿
論
親
房
ハ
当
時
准
后
二
し
て
且
同
人
之
経
歴
書
、
杢
頭
二
相
成
申
候
由
之
、
御
花
押
之
「
ル
冷
」
ハ
よ
め
不
申
候
へ
共
、
紙
質
、
墨
染
、
運
箪
等
ハ
当
時
之
も
の
二
無
疑
、
た
れ
や
ら
ん
乎
、
未
だ
取
調
不
付
事
二
候
。
筆
序
此
由
申
添
候
。
頓
首
3
 
月
報
中
朱
点
之
分
御
遣
可
被
下
候
。
早
速
採
否
御
答
可
申
候
。
外
二
目
次
中
二
古
事
記
(10) 
伝
在
之
候
。
此
分
取
換
可
申
存
候
故
、
今
除
置
被
下
度
候
。
図書館フォーラム創刊号(1995)
八
三
三
八 八 六
九
六
九
六
七
六
六
六
六
六
四
五
六
一
〇
六
0
九
六
0
八
五
九
七
三
三
九
二
七
九
九
四
三
九
二
五
(22) 
此
分
内
藤
先
生
二
(23) 
大
和
国
分
見
帳
(24) 
国
歌
八
論(25) 
有
職
雑
記
(26) 
南
島
志
(21) 
大
島
箪
記(28) 
温
故
随
筆
(19) 
城
式
＋
々
条
和
解
(20) 
旧
聞
集
C21) 
玉
考
松
雲
堂
様
、
1
,5
 
,
'
,
 
(11) 
秋
―
一
百
六
十
番
歌
合
(12) 
挙
白
集
(13) 
山
彦
冊
子(14) 
富
士
百
景
(15) 
四
国
霊
場
記
(16) 
刀
剣
問
答
(17) 
真
武
録
(18) 
城
制
図
解
(4) 
二
冊
三
冊 ” 一冊
二
冊 ＂ ” ” ” ” ＂ 一冊
七
冊
二
冊
三
冊
八
冊
二
冊
浜
前
略
先
刻
ハ
罷
出
御
遺
愛
品
拝
観
難
有
、
殊
二
珍
菓
項
戴
奉
万
謝
候
。
此
間
御
備
へ
も
の
二
付
御
相
談
も
有
之
候
処
、
い
つ
れ
も
出
し
合
と
相
成
候
。
跡
先
と
相
成
候
。
何
共
不
都
合
、
小
生
5
御
詫
申
上
候
。
乍
失
敬
御
肖
像
前
へ
も
り
も
の
可
差
上
御
話
も
有
之
候
へ
共
、
行
違
ひ
失
礼
仕
候
。
先
ハ
用
事
の
ミ
。
早
々
〔
明
治
三
十
九
年
〕
廿
六
日
和
助
以
上
十
八
種
右
一
覧
致
度
候
間
、
小
包
二
而
至
急
御
回
送
相
願
候
。
不
用
之
分
ハ
一
見
之
上
、
直
ニ
御
返
却
可
仕
候
。
〔
明
治
―
-
＋
九
年
〕
五
月
五
H
6
 
只
今
頃
は
御
帰
坂
と
存
候
。
温
泉
は
御
相
応
被
成
候
事
と
御
悦
申
上
候
。
先
便
ハ
紅
葉
の
広
告
御
贈
り
被
下
難
有
候
。
ロ
ハ
々
思
を
焦
す
の
み
に
御
座
候
。
(
3
0
)
(
3
1
)
 
島
田
乾
三
郎
子
ハ
蕃
根
老
人
の
三
男
に
御
座
候
。
本
年
大
学
卒
業
に
て
直
二
二
等
軍
医
、
(32) 
大
坂
在
勤
と
相
成
候
事
な
り
。
過
日
、
直
二
礼
状
を
差
出
置
申
候
。
在
京
中
ハ
考
大
会
、
(33) 
集
古
会
な
ど
に
て
談
団
の
一
人
に
御
座
候
。
(34) 
帳
中
香
ハ
段
々
取
調
申
候
処
、
明
治
四
年
よ
り
一
一
冊
分
離
い
た
し
居
候
者
に
て
三
十
年
マ
ツ
ザ
キ
(35)
目
に
て
完
本
と
相
成
申
候
な
り
。
本
半
の
オ
ヤ
ヂ
が
自
身
で
古
色
を
失
は
ぬ
様
二
手
人
す
と
申
、
頼
み
懺
申
候
。
本
年
中
ニ
ハ
表
紙
其
他
繕
ヒ
出
来
可
申
候
。
来
春
梅
花
の
時
(36) 
節
ニ
ハ
詩
人
ヲ
集
メ
祭
典
も
可
仕
と
今
よ
り
其
心
組
二
御
座
候
。
次
二
浪
速
人
傑
伝
ハ
誤
字
甚
し
く
類
本
と
校
合
い
た
し
度
、
御
所
蔵
本
を
一
周
間
斗
拝
借
ハ
願
は
れ
ま
じ
く
や
。
御
差
支
無
之
候
は
、
、
小
包
二
御
詑
し
被
下
度
候
。
其
費
用
ハ
過
日
の
書
価
と
一
(37) 
同
に
御
償
ヒ
可
申
候
。
此
儀
相
願
上
候
。
永
井
索
岳
ハ
先
に
帰
京
せ
し
か
ど
、
何
の
通
知
も
せ
ず
、
一
昨
々
日
紆
舞
伎
座
に
て
出
会
申
候
。
是
に
於
て
始
て
御
伝
言
も
承
り
申
(38) 
候
。
来
年
一
月
十
一
日
ハ
陰
暦
十
二
月
二
H
に
て
隆
達
忌
相
催
し
申
候
。
何
か
展
覧
二
供
ふ
べ
き
も
の
あ
ら
ば
、
拝
借
仕
度
鬼
が
笑
ふ
話
し
な
れ
ど
、
序
な
が
ら
一
言
願
上
置
申
候
也
。
辛
丑
〔
明
治
三
十
四
年
〕
十
一
月
十
九
日
鹿
田
様
(29) 
八
五
七
八
幡
宮
本
記
如
電
高
橋
健
三
興
津
に
て
八
冊
1
0
 
「鹿田松雲堂宛明治文人書簡」について
イ
ヅ
レ
モ
ウ
ッ
シ
ア
シ
カ
ラ
ズ
、
甚
し
き
よ
ご
れ
本
な
ら
ぬ
か
其
他
文
学
書
類
何
に
よ
ら
ず
時
々
御
通
報
下
さ
れ
候
ハ
ゞ
幸
甚
存
じ
申
候
。
松
雲
堂
御
主
人
様
8
 
御
早
々
卜
御
賀
正
被
下
難
有
、
偕
、
此
方
5
も
乍
延
引
恭
賀
新
正
偕
、
昨
年
は
段
々
珍
書
御
引
付
被
下
難
有
、
尚
本
年
も
如
山
御
引
付
被
下
度
希
候
。
旧
冬
御
返
事
差
出
候
節
は
取
急
ぎ
種
々
申
上
落
申
候
。
御
申
越
し
通
、
岸
田
便
に
て
御
送
(39)
（
40) 
之
品
三
包
春
陽
堂
6
悔
に
蕗
手
、
尚
又
、
黄
表
紙
見
本
＋
冊
綴
昨
朝
着
、
至
極
結
構
、
(41) 
如
仰
ヒ
コ
シ
ナ
表
紙
杯
に
取
替
不
申
方
、
尤
宜
敷
、
兎
角
古
風
な
汚
な
き
表
紙
が
黄
表
紙
之
命
に
御
座
候
。
其
儘
ニ
テ
、
跡
荷
可
成
速
二
御
積
出
し
被
下
度
候
。
(42) 
西
鶴
一
代
男
零
本
ニ
テ
モ
宜
敷
御
入
手
之
節
は
特
二
御
知
ら
セ
願
上
候
。
此
程
此
方
に
て
零
本
入
手
候
間
後
家
合
セ
致
度
存
候
。
尤
揃
本
ニ
テ
モ
尚
々
宜
敷
、
此
外
西
鶴
井
同
類
似
之
書
御
知
ら
セ
願
度
候
。
(43) 
六
冊
の
藤
箕
冊
子
御
入
手
之
節
は
御
忘
レ
ナ
ク
御
知
ら
セ
之
程
折
入
而
願
置
候
。
尚
其
(44) 
外
秋
成
著
書
、
写
本
杯
、
尤
宜
敷
、
何
ニ
テ
モ
御
入
手
之
節
は
御
知
ら
セ
願
度
特
二
願
(45) 
置
候
也
。
此
外
古
板
物
依
例
御
知
ら
セ
ニ
預
り
度
地
誌
之
類
杯
、
頗
宜
敷
、
京
童
、
大
(46)
（
47)
（
48) 
和
名
所
鑑
、
江
戸
名
所
記
、
東
め
ぐ
り
ノ
類
御
心
掛
願
上
候
。
初
風
御
引
初
之
由
、
御
困
リ
之
義
察
入
候
。
野
生
モ
一
日
早
々
或
書
林
二
大
部
之
出
物
有
之
趣
に
て
一
見
二
参
候
処
、
帰
路
川
風
二
侵
サ
レ
、
初
々
敷
風
邪
之
神
ノ
御
来
臨
二
露
伴
7
 
書
籍
別
紙
記
入
通
に
御
心
得
被
下
度
候
。
猶
、
今
後
ハ
書
目
二
出
ヌ
内
に
も
、
落
語
類
古
物
語
類
テ
、
今
以
、
蒲
団
之
中
二
罷
在
候
次
第
、
夫
故
、
御
賀
正
モ
遅
延
、
御
作
拝
見
、
面
白
ク
野
生
モ
旧
騰
、
酒
債
未
償
文
債
亦
今
年
貧
駕
去
年
貧
卜
七
絶
ヲ
転
結
ダ
ケ
コ
ジ
ッ
ケ
候
。
尤
小
生
ハ
酒
ヲ
飲
マ
ズ
候
間
、
害
見
ヲ
以
テ
酒
二
当
テ
申
候
。
酒
債
卜
申
ハ
害
林
ノ
借
即
チ
御
許
ノ
分
杯
モ
罷
り
居
候
事
卜
御
承
知
可
被
下
候
。
呵
々
〔
宮
崎
三
昧
〕
，
 
(52) 
(50) 
拝
啓
今
般
東
久
世
伯
爵
、
池
田
、
蜂
須
賀
侯
爵
等
副
会
長
と
な
り
、
薩
長
を
始
、
維
(53) 
新
二
功
労
有
之
諸
藩
ニ
テ
結
成
せ
る
史
談
会
へ
宮
内
省
よ
り
毎
月
金
百
円
御
下
賜
、
且
(54) 
編
輯
之
局
を
固
書
寮
内
二
御
貸
渡
二
相
成
、
本
月
一
H
よ
り
各
藩
編
輯
員
二
名
ツ
、
交(55) 
番
（
写
字
生
八
人
）
ニ
テ
、
天
保
元
年
頃
よ
り
以
後
之
歴
史
編
修
之
処
、
大
塩
平
八
郎
(56) 
之
件
二
付
、
先
年
貴
店
よ
り
彼
施
行
券
を
御
貰
申
候
趣
（
老
生
も
元
来
史
談
会
会
員
且
編
輯
之
顧
問
二
付
）
相
話
候
処
、
右
壱
枚
何
ト
カ
御
工
夫
ニ
テ
史
談
会
へ
御
寄
附
相
願
度
、
会
員
一
同
之
志
願
二
付
、
老
生
よ
り
此
段
御
依
頼
致
呉
候
様
依
頼
二
付
、
御
手
数
何
共
恐
入
候
へ
共
、
可
然
御
尽
力
奉
願
候
。
尤
後
来
該
史
料
二
可
備
書
籍
御
見
当
之
節
ハ
（
談
会
主
旨
書
差
上
候
二
付
）
御
通
知
被
下
度
当
方
二
無
之
品
二
候
ハ
、
買
入
可
申
候
間
、
此
段
申
上
候
也
。
〔
明
治
二
十
九
年
〕
六
月
廿
七
日
鹿
田
静
七
殿
追
て
施
行
券
云
々
之
事
を
記
載
候
月
報
の
文
、
井
二
貴
君
之
御
手
二
該
券
の
集
候
由
を
も
御
記
シ
御
遣
被
下
度
奉
願
上
候
也
。
早
々
。
(57) 
昨
日
ハ
御
投
章
相
成
、
淡
路
産
鳴
門
蜜
柑
、
同
国
製
浮
橋
御
恵
被
下
拝
受
仕
候
。
浮
は
月
七
日
(49) 
尚
、
西
川
祐
信
画
本
御
入
手
ノ
節
ハ
御
知
ら
セ
願
候
。
頼
閉
図書館フォーラム創刊号(1995)
九
月
廿
六
H
(12) (1) 
三
月
廿
二
H
鹿
田
静
七
様
九
月
十
一
H
朝 (63) 
妙
法
蓮
華
経
科
注
(64) 
又
た
四
分
戒
本
の
俄
ハ
試
ミ
ニ
御
送
附
被
下
度
、
山
姥
の
代
価
ハ
前
記
の
書
籍
到
着
の
上
取
纏
め
可
差
出
候
。
(65) 
天
安
二
年
の
成
唯
識
論
今
尚
御
所
蔵
二
候
哉
。
乍
序
代
価
御
一
報
相
願
度
候
。
勿
々
不
一
徳
富
（
印
）
松
雲
堂
御
中
哉
も
不
相
分
、
真
物
二
相
違
ナ
け
れ
ハ
買
入
れ
た
し
。
書
籍
代
金
実
ハ
忘
れ
居
、
延
引
致
候
。
月
末
に
可
差
出
候
。
御
申
越
ノ
手
簡
舟
一
本
の
中
二
面
白
キ
名
前
相
見
申
候
間
、
可
相
成
ハ
一
覧
致
度
候
事
二
御
座
候
。
鹿
田
静
七
様
啓
上(60) 
山
姥
一
冊
落
手
致
候
。
携
、
左
記
の
書
籍
購
買
可
致
候
間
、
(61) 
選
択
集(62) 
天
正
記
三
冊
八
冊
二
冊
至
急
御
送
附
ヲ
乞
ふ
。
毅
一
覧
の
上
取
捨
可
致
候
。
ホ
シ
ク
候
得
共
真
贋
如
何
田
中
芳
男
し
ハ
速
二
拝
嘗
候
処
、
至
極
之
報
美
と
存
候
。
此
段
御
礼
申
上
候
。
(58)
（
59) 
蔦
録
ハ
入
用
と
存
候
品
故
、
取
置
申
候
。
且
先
頃
御
廻
し
相
成
候
錦
襄
秘
巻
弐
冊
ハ
余
り
馬
鹿
ら
し
き
本
故
返
上
申
候
。
先
ハ
前
文
申
上
御
答
労
々
、
如
此
御
座
候
也
。
13)
三
巻
三
冊
。
橘
守
部
著
。
天
保
二
年
序
成
立
。
12) 
以
下
『
月
報
』
）
に
は
「
君
錫
書
大
本
(10)
四
四
巻
四
四
冊
。
注
釈
。
本
居
宣
長
著
。
寛
政
一
0
年
成
立
。
名
だ
け
の
優
遇
法
と
な
っ
た
。
書
簡
中
の
個
々
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
巻
数
、
刊
写
の
別
等
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
末
尾
に
掲
げ
る
諸
目
録
記
載
の
書
誌
事
項
を
参
考
ま
で
に
記
し
た
。
(
1
)
富
岡
謙
蔵
(
-
八
七
三
ー
一
九
一
八
）
か
。
考
古
学
者
。
号
は
桃
華
゜
(
3
)
不
分
巻
。
清
・
銭
以
鎧
撰
。
清
刊
。
四
部
分
類
(
5
)
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
一
巻
（
大
阪
市
役
所
編
人
数
の
宴
会
席
と
し
て
名
高
い
の
は
明
治
後
期
に
就
い
て
い
へ
ば
北
区
で
は
曽
根
崎
の
静
観
楼
…
…
網
島
の
鮒
宇
楼
」
と
あ
る
。
(
6
)
『
富
岡
鉄
斎
資
料
編
』
（
京
都
新
聞
社
年
六
月
二
日
付
記
事
と
し
て
「
今
明
両
H
大
阪
網
島
鮒
宇
楼
に
於
て
石
原
竹
陰
堂
…
…
伏
原
春
芳
堂
主
催
に
係
か
る
平
安
画
会
が
開
か
れ
る
。
景
年
、
鉄
斎
…
…
当
地
画
伯
の
近
作
を
展
覧
す
る
も
の
だ
」
と
あ
る
。
(
7
)
四
巻
四
冊
。
補
任
。
写
本
。
史
部
・
名
勝
古
蹟
之
属
。
日
本
評
論
社
(
9
)
准
三
宮
。
平
安
時
代
以
降
、
皇
族
や
上
級
公
卿
に
、
三
宮
（
太
皇
太
后
宮
・
皇
太
后
宮
・
皇
(11)
二
巻
二
冊
。
加
納
諸
平
、
萩
原
広
道
判
。
弘
化
二
年
序
、
同
三
年
刊
。
(14)
『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
な
し
。
『
書
籍
月
報
』
（
鹿
田
静
七
(
8
)
北
畠
親
房
(
―
二
九
三
ー
一
三
五
四
(
4
 
后
宮
）
に
準
じ
て
、
年
官
・
年
爵
を
給
与
し
た
経
済
的
優
遇
法
。
後
に
は
年
官
・
年
爵
な
く
、
1
0
巻
八
冊
。
歌
文
集
。
木
下
勝
俊
（
長
嘴
子
）
詠
。
打
宅
公
軌
・
同
景
軌
・
山
本
正
編
。
慶
安
二
年
刊
。
二
冊
」
と
あ
る
。
明
治
二
九
年
五
月
八
H
発
行
、
一
説
に
五
九
）
南
北
朝
時
代
の
廷
臣
・
学
者
。
平
成
三
年
刊
）
に
は
『
日
出
新
聞
』
の
明
治
四
五
記
雑
説
之
属
。
1
0
0
巻
。
明
・
蒋
一
葵
輯
。
明
万
暦
三
四
年
序
刊
。
四
部
分
類
子
部
・
小
説
家
類
・
雑
(
2
)
二
ニ
巻
。
清
・
梁
廷
枡
編
。
清
刊
。
四
部
分
類
史
部
・
伝
記
類
。
注
昭
和
九
年
刊
）
に
「
多
「鹿Il松雲堂宛明治文人書簡」について
28)
二
冊
。
随
筆
。
小
野
高
尚
（
竹
叢
）
著
。
25 24 
~ 
に
発
刊
。
明
治
―
―
一
年
『
大
蔵
経
』
縮
刷
刊
行
の
企
画
に
加
わ
っ
た
。
荷
田
斥
兆
本
居
舜
尾
怒
『
月
報
』
に
は
「
大
和
国
分
見
脹
2
)
内
藤
湖
南
(
-
八
六
六
ー
一
九
三
四
）
東
洋
史
学
者
。
21 
一
冊
。
新
井
白
石
著
。
『
白
石
叢
書
』
所
収
。
成
立
年
未
詳
。
20)
三
冊
。
随
筆
。
藤
村
正
員
著
。
19)
『
城
式
十
ヶ
條
私
解
』
か
。
18 
一
冊
。
兵
法
。
松
宮
俊
俯
著
。
(15)
『
四
国
逼
礼
霊
場
記
』
の
別
書
名
。
七
巻
七
冊
。
地
誌
。
寂
本
著
。
元
禄
二
年
刊
。
(17)
『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
な
し
。
『
月
報
』
に
は
「
各
城
法
之
事
藤
川
元
勝
一
冊
。
有
職
故
実
。
附
頼
朝
秀
吉
島
津
分
限
帳
二
冊
」
と
あ
る
。
16)
三
帖
一
冊
。
伊
勢
貞
丈
著
。
宝
暦
―
二
年
成
立
。
一
冊
」
と
あ
る
。
一
冊
。
兵
法
。
広
瀬
実
常
等
著
。
松
宮
俊
俯
（
観
山
）
補
。
享
保
二
0
年
序
成
立
。
一
冊
」
と
あ
る
。
一
冊
。
歌
学
。
荷
田
在
満
著
。
本
居
宣
長
評
。
寛
保
二
年
成
立
。
『
月
報
』
に
は
「
荷
田
在
満
(26)
二
巻
一
冊
。
地
誌
。
新
井
白
石
著
。
享
保
四
年
自
序
成
立
。
『
白
石
叢
書
』
所
収
。
(27)
五
巻
二
冊
。
漂
流
記
。
戸
部
良
熙
著
。
宝
暦
―
二
年
成
立
。
『
月
報
』
に
は
「
三
冊
」
と
あ
る
。
(29)
六
巻
付
録
一
巻
八
冊
。
神
道
。
貝
原
好
古
著
。
元
禄
二
年
自
序
、
同
一
0
年
刊
。
(30)
島
田
番
根
三
男
。
明
治
三
四
年
大
学
卒
。
医
学
士
。
考
古
学
会
会
員
。
古
版
籍
に
精
通
。
(31)
島
田
蕃
根
(
-
八
二
七
i
一
九
0
九
）
仏
教
学
者
。
周
防
徳
山
に
生
ま
れ
る
。
毛
利
氏
の
藩
学
興
譲
館
の
教
授
と
な
る
。
教
部
省
、
内
務
省
社
寺
局
、
内
閣
記
録
局
、
修
史
局
等
に
出
仕
゜
(32)
考
古
学
会
の
常
集
会
（
毎
月
一
阿
開
催
）
或
い
は
総
集
会
（
毎
年
一
回
開
催
）
の
こ
と
か
。
明
治
二
九
年
に
発
足
。
毎
月
一
回
雑
誌
を
発
行
し
、
会
員
に
配
布
。
鹿
田
静
七
、
大
槻
如
電
、
島
田
乾
―
二
郎
は
圃
会
員
。
雑
誌
創
刊
号
『
考
古
学
会
雑
誌
』
第
一
号
は
明
治
一
一
九
年
―
二
月
(33)
明
治
二
九
年
一
月
五
日
に
第
一
回
集
古
懇
話
会
を
開
催
以
来
、
昭
和
一
八
年
―
一
月
―
-
O
H
開
催
の
二
四
―
一
回
の
例
会
を
以
て
閉
会
。
機
関
誌
『
集
古
会
誌
』
創
刊
は
明
治
二
九
年
一
月
。
最
終
号
は
昭
和
一
八
年
第
四
・
五
号
（
昭
和
一
九
年
七
月
）
会
員
名
簿
に
は
、
鹿
田
静
七
、
48 
ヽ
け
る
浮
世
絵
を
発
達
さ
せ
た
。
47)
七
巻
七
冊
。
地
誌
。
伝
浅
井
了
意
著
。
寛
文
二
年
刊
。
(34)
二
0
巻
序
三
巻
ニ
―
冊
。
漢
詩
・
注
釈
。
ガ
里
集
九
著
。
明
応
八
年
祓
成
立
。
青
裳
堂
書
店
(36)
『
浪
速
人
傑
談
』
か
。
二
巻
二
冊
。
伝
記
。
政
田
義
彦
著
。
安
政
二
年
序
成
立
。
(37)
（
一
八
四
九
ー
一
九
一
五
）
松
花
堂
流
の
書
家
。
多
芸
に
し
て
長
唄
、
清
元
に
通
じ
、
杵
屋
、
天
正
一
八
年
還
俗
。
書
画
に
も
通
じ
、
利
休
ら
と
共
に
豊
臣
秀
吉
の
知
遇
を
得
た
。
没
年
月
IJ
は
慶
長
一
六
年
―
一
月
二
五
IJ
と
、
寛
永
二
年
―
二
月
二
O
H
の
二
説
が
あ
る
。
(39)
明
治
―
二
年
(
-
八
七
八
）
二
月
四
日
創
業
。
創
業
者
は
和
田
篤
太
郎
。
当
時
は
主
に
文
学
(40)
江
戸
時
代
の
草
双
紙
の
一
種
。
赤
本
、
黒
本
、
青
本
に
つ
い
で
安
永
頃
か
ら
文
化
初
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
黄
色
表
紙
の
も
の
。
(42)
『
好
色
一
代
男
』
八
巻
八
冊
。
浮
世
草
子
。
井
原
西
鶴
著
。
天
和
二
年
刊
。
(
4
3
)六巻
六
冊
。
歌
文
。
上
田
秋
成
著
。
享
和
―
一
年
自
序
、
文
化
三
•
四
年
刊
。
(44)
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
ー
一
八
0
九
）
江
戸
後
期
の
国
学
者
、
歌
人
、
小
成
家
。
本
名
は
東
作
。
大
阪
の
人
。
主
著
『
雨
月
物
語
』
『
胆
大
小
心
録
』
『
澗
耀
談
』
『
藤
簾
冊
子
』
な
ど
。
(45)
六
巻
六
冊
。
地
誌
。
中
川
喜
雲
（
凧
次
）
蒋
。
明
暦
四
年
刊
。
(46)
『
和
国
名
所
鑑
』
の
別
書
名
。
三
巻
三
冊
。
地
誌
。
菱
川
師
宣
画
。
天
和
二
年
刊
。
一
冊
。
紀
行
。
慶
安
年
間
成
立
。
(49)
（
一
六
七
0
1
一
七
五
一
）
江
戸
中
期
の
浮
世
絵
師
。
西
川
派
の
始
祖
。
京
都
の
人
。
江
戸
浮
世
絵
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
京
畿
の
風
俗
や
美
人
を
典
雅
な
様
式
で
描
き
出
し
、
京
都
に
お
41)
未
詳
。
書
を
出
版
し
て
い
た
。
陸
達
忌
の
H
付
が
合
致
し
な
い
。
継
ぐ
が
38)
隆
達
(
-
五
二
七
ー
一
六
清
元
両
家
の
顧
問
。
ま
た
、
音
楽
学
校
邦
楽
調
査
委
員
。
に
「
松
崎
半
造
大
槻
如
電
の
記
載
が
あ
る
。
一
説
に
二
五
）
小
唄
の
名
人
。
和
泉
顕
本
寺
の
為
三
坊
を
江
戸
浅
草
須
賀
町
」
と
あ
る
。
35)
松
崎
半
造
か
。
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
（
井
上
隆
明
著
昭
和
五
六
年
刊
）
図書館フォーラム創刊号(1995)
(59)
『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
な
し
。
(58)
三
巻
三
冊
。
本
草
。
大
槻
玄
沢
著
。
寛
政
八
年
刊
。
酒
情
報
」
に
「
淡
路
酒
造
組
合
…
…
浮
橋
(57)
地
酒
か
。
『
地
酒
礼
賛
』
（
和
歌
森
太
郎
編
著
一
九
七
五
年
刊
）
の
「
全
国
地
価
）
ず
つ
一
万
軒
の
困
窮
者
に
施
行
し
た
。
書
を
売
り
払
っ
て
金
に
換
え
一
軒
に
つ
き
金
一
朱
（
当
時
の
相
場
で
白
米
約
二
升
弱
の
代
著
『
洗
心
洞
割
記
』
な
ど
。
(50)
東
久
世
通
蒻
(
-
八
三
＿
ニ
ー
一
九
―
二
）
尊
王
攘
夷
論
者
。
明
治
新
政
府
に
お
い
て
は
外
国
(51)
池
田
章
政
(
-
八
三
六
ー
一
九
0
三
）
岡
山
藩
主
、
侯
爵
。
明
治
二
年
華
族
銀
行
頭
取
、
(52)
蜂
須
賀
茂
詔
(
-
八
四
六
ー
一
九
一
八
）
明
治
維
新
時
代
徳
島
藩
主
、
侯
爵
。
史
談
会
の
副
会
長
を
つ
と
め
る
。
(53)
明
治
二
二
年
四
月
、
島
津
家
そ
の
他
六
雄
藩
と
三
条
・
岩
倉
伝
記
編
集
員
十
数
名
が
集
ま
っ
た
の
に
始
ま
る
。
毎
月
一
回
会
合
し
、
故
老
の
実
歴
談
を
聞
い
た
。
二
三
年
に
は
両
池
田
ほ
か
四
雄
藩
が
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
維
新
前
後
の
事
蹟
は
、
宮
内
省
に
事
務
所
を
設
置
（
赤
坂
離
宮
内
）
し
て
、
救
い
、
日
旧
藩
事
蹟
取
調
所
と
称
し
、
「
申
合
書
」
「
史
談
会
約
」
を
定
め
た
。
明
治
末
年
、
維
新
史
料
編
纂
会
と
な
る
。
機
関
誌
と
し
て
、
『
史
談
会
速
記
録
』
が
あ
り
、
図
書
の
保
管
・
出
納
な
ど
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
い
ま
の
宮
内
庁
書
陵
部
は
そ
の
後
身
。
柴
田
書
店
浮
橋
酒
造
洵
」
と
あ
る
。
(60)
『
国
書
総
目
録
』
に
は
長
唄
、
謡
曲
の
二
種
の
記
載
が
あ
る
。
本
鉄
道
会
社
重
役
と
な
る
。
史
談
会
の
副
会
長
を
つ
と
め
る
。
事
務
取
調
掛
他
、
要
職
に
つ
く
。
明
治
一
七
年
七
月
伯
爵
を
授
け
ら
れ
る
。
明
治
二
五
年
九
月
第
一
輯
発
行
、
昭
和
一
三
年
四
月
第
四
―
一
輯
ま
で
刊
行
が
判
明
し
て
い
る
。
(54)
旧
制
で
宮
内
省
の
一
部
局
。
皇
統
譜
、
世
伝
御
料
台
帳
や
天
皇
、
皇
族
な
ど
の
実
録
の
編
修
、
(55)
（
一
七
九
三
ー
一
八
三
七
）
江
戸
後
期
の
陽
明
学
者
。
大
坂
町
奉
行
所
の
与
力
。
号
は
中
斎
゜
家
塾
を
洗
心
洞
と
名
づ
け
た
。
大
阪
天
満
（
一
説
に
は
阿
波
）
に
生
ま
れ
る
。
天
保
の
飢
饉
救
済
を
町
奉
行
所
に
請
う
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
自
分
の
蔵
書
を
売
り
払
っ
て
窮
民
を
天
保
八
年
二
月
一
九
日
大
坂
に
救
民
・
幕
政
批
判
の
兵
を
挙
げ
、
敗
れ
て
自
殺
。
主
(56)
施
米
券
の
こ
と
。
天
保
の
飢
饉
の
際
、
困
窮
者
救
済
の
た
め
に
学
者
と
し
て
最
も
大
切
な
蔵
(61)
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
か
。
二
巻
二
冊
。
浄
土
宗
の
根
本
聖
典
。
法
然
著
。
建
久
九
年
成
立
？
(62)
二
冊
。
記
録
。
平
佐
就
言
著
。
天
正
一
六
年
成
立
。
(64)
『
四
分
戒
本
疏
賛
宗
記
』
の
こ
と
。
二
0
巻
。
凝
然
撰
。
正
和
元
年
成
立
。
1
0巻
。
唐
・
玄
契
訳
。
『
唯
識
三
〇
頌
』
の
注
釈
。
主
要
参
考
文
献
『
広
辞
苑
』
第
四
版
岩
波
書
店
『
国
書
総
目
録
』
補
訂
版
岩
波
書
店
平
成
ニ
ー
三
年
刊
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
分
類
H
録
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
東
洋
文
庫
所
蔵
漢
籍
分
類
目
録
』
東
洋
文
庫
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
国
立
公
文
書
内
閣
文
庫
昭
和
六
一
年
刊
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
講
談
社
昭
和
五
二
i
五
三
年
刊
『
大
人
名
事
典
』
平
凡
社
昭
和
二
六
ー
三
0
年
刊
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平
成
三
年
刊
(63)
三
巻
。
日
真
（
常
不
軽
院
）
著
。
昭
和
四
六
年
刊
昭
和
三
八
年
刊
一四
